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野鳥データベースを 

どう活用していくか 

神山和夫 

 eBirdが圧倒的なの

は，そ の 利 用 者 数 で

す．2003年にスタート

し た eBird は，2013 年

半ばまでに利用者15

万人に達し，のべ140

万地点の記録が集め

られています．利用者

は年々増え続けてい

て，2013年の繁殖期に

はひと月に56万地点も

の登録がありました． 

 登録する情報は非公

開にもできますが，公

開する人が多いようで

す．BirdEye と い う

iPhoneアプリを使うと，

 バードリサーチのWebサービスには「フィールドノート」と

いう野鳥記録用のデータベースがあります．これまでに約

1,000人の方に利用していただき，のべ９万地点，86万件

の情報が蓄積されています． 

 将来的には，このデータを解析して野鳥の分布を明らか

にしたいと考えているのですが，アメリカではすでにそれを

実現しているデータベースがあります．コーネル大学の鳥

類学研究所Cornell Lab of Ornithologyが運営する“eBird”

です． 

世界最大の野鳥記録データベース“eBird”  

日本のデータベースと国際協同解析  

 eBirdはアメリカ以外の国でもよく利用されていますが，世

界中の人にとってeBirdが最適なデータベースかというと，

そうともかぎりません．対応している言語が限られるというこ

ともありますが，調査方法や利用できる種名リストが限定さ

れるということが大きな理由です．例えばバードリサーチの

フィールドノートにあるような季節前線ウォッチで使う「初

認」や，環境省の鳥類繁殖分布調査で使っている繁殖ラ

ンクの入力項目はeBirdにはありません．また国によって分

類体系が異なるため，日本では日本の分類に準拠した種

名リストを利用できる必要があります． 

 一方，各国のデータベースの共通の記録項目を共有す

ることで，渡り鳥の移動や個体数を国際的に把握していく

こ と が 可 能 に な り ま す．コ ー ネ ル 大 学 で は 前 述 の

Occurrence Mapのような鳥類の分布の解析を国境を越え

て大規模に実施することを計画しており，バードリサーチで

もこのプロジェクトへの協力についてコーネル大学と協議

を行っています． 

図．5月下旬（上）と12月下旬（下）のニシ

マキバドリの出現確率．色が明るいほど

出現確率が高い．出典：http://ebird.org/

content/ebird/occurrence/ 

 

見たい種の出現地点を地図上にピンポイントで表示させる

ことができます．登録すると珍鳥が出たときにメールで知ら

せてくれるRare Bird Alertというサービスもあります． 

 eBirdでは蓄積したデータの分析も精力的に行っていま

す．図 は ニ シ マ キ バ ド リ の 出 現 確 率 を 示 し た 地 図

（Occurrence Map）です．eBirdに登録された記録を元にモ

デルを作り，データのない場所も補完されています．eBird

のホームページでは，刻々と分布が変化していく様子をア

ニメーションで見ることができます．またこれまでにeBirdの

データを用いた論文も発表されています． 
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います．このため，ASTとCKの血中濃度は筋肉負荷に伴う

生理状態の悪化を知る臨床的な指標となっています．そこ

で，ASTとCKの血中濃度を用いて発信器装着に伴うヒナ

の筋肉負荷の影響を定量的に評価し，さらにこれらの濃度

と巣立ちの直前直後の行動との関係を明らかにすることを

目的として本研究を行いました． 

 発信器は巣立ち直前の5月中旬に飼育ヒナ(45羽)の約

半数(20羽)に装着し，血中濃度の測定は全ヒナを対象に

発信器装着日の約1ヶ月前と装着日翌日の2回行いまし

た．また発信器装着日から巣

立ちまでの日数と，巣立ちか

ら長距離を連続飛行できる移

動速度(毎時20km以上)を得

るまでの日数を，それぞれ巣

立ち直前，直後の行動の指

標として用いました． 

 その結果，発信器の装着日

前後の血中濃度変化は，装

着ヒナの方が非装着ヒナより

もASTで平均43％，CKで平

均70％増加しており，その差はオスよりもメスで顕著でした

（図1）．また，CKでは認められませんでしたが，ASTでは

装着に伴う保定時間が長引くほど血中濃度が上昇する傾

向 が 見 ら れ ま し た（図

2）． 

 ヒナは発信器装着日の

3〜18日後に全て無事

に巣立ちましたが，装着

日後のCKが高かったヒ

ナほど早く巣立つ傾向

が あ り ま し た（図 3）．一

方，装着ヒナのうち17羽

は巣立ち後6〜21日後

に連続飛行が可能にな

り ま し た が，装 着 後 に

ASTが著しく上昇したヒ

ナほどこの状態に達する

まで長くかかりました（図

3）．また，その前に死亡

したと判断される残り3羽

のCK・ASTは，他17羽と

比べて特に高いというこ

とはありませんでした．巣

立ち後の生死を隔てた
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発信器装着に伴う長時間保定が 

アホウドリのヒナに及ぼす影響 

公益財団法人山階鳥類研究所 出口智広  

論文紹介 

捕獲・保定が野生動物に及ぼす影響  

 野生動物を捕まえたとき，その行為が対象個体にどのよ

うな影響を与えるのか，気になったことはありませんか？外

見的に問題なかったとか，放した時に元気だったという理

由で，「きっと大丈夫」と安易に結論を下していませんか？

私は研究者として，この影響のリスクを科学的に検証すべ

きだと考えました． 

 動物の調査研究において，捕獲および保定（動物が動

かないように押さえておくこと）は欠かすことのできない基

本的な作業です．しかしながらこの作業は，対象個体の神

経系，内分泌系，循環器系，代謝系などに対して軽視でき

ない生理的負荷を与え，高頻度・長時間に及ぶと致死的

な影響を及ぼすことがあります(Paterson 2007)．Capture 

Myopathy（捕獲による不全麻痺）はその主な症例の一つ

で，対象個体の激しい抵抗（筋肉活動）に伴う無酸素代謝

が，血液の酸性化，筋肉の壊死，腎不全，免疫不全などを

引き起こすことが知られています(Spraker 1993)．ノガンで

は20～30分の保定後，15%にこの症例が現れ，その半数が

2～11日後に死亡した報告があり（Ponjoan et al. 2008），シ

チメンチョウ，カンムリヅルでも同様の報告があります

（Brannian et al. 1981, Nicholson et al. 2000）． 

 また，捕獲・保定は，行動パターンの変化，活動性の減

少，運動能力の劣化など，対象個体のその後の行動を大

きく変化させることも数多く報告されています．しかしなが

ら，このような行動の変化と生理的影響との関連性は，まだ

ほとんどわかっていません． 

 バードリサー

チ ニ ュ ー ス

Vol.11No.6「生

態図鑑アホウド

リ」で も 紹 介 し

た，小 笠 原 諸

島にアホウドリ

を 再 導 入 す る

プロジェクトで

は，飼育ヒナの

巣立ちがうまくいったかどうかを評価するために，発信器を

装着し，巣立ち後の移動軌跡，分布，生存率を調査する

必要がありました．しかし，毎日の給餌作業は1羽あたり1〜

3分の保定で済むのに対して，発信器装着はその10倍近く

かかるため，ヒナへの影響が気になりました． 

 先述したCapture Myopathyを引き起こす代謝過程では，

筋肉細胞中にあるアスパラギン酸トランスアミラーゼ(AST)

とクレアチンキナーゼ(CK)という2つの酵素が血液中に逸

脱するため，これらの血中濃度が上昇することが知られて

アホウドリへの発信器装着の影響  

図 1. 発 信

器装着日前

後 の AST・

CK の 血 中

濃 度 変 化

（平 均 ±

SD）.  赤 は

装 着 ヒ ナ , 

緑は非装着

ヒナを表す. 

図2. 発信器装着に伴う保定時間

と装着後の血中AST濃度との関

係. ●はメス, ○はオスを表す.  

 

図3. 血中CK・AST濃度と巣立ち前後

の行動との関係. 縦軸は他の要因が

及ぼす影響を除去した値で，平均値

からの差を示している． 

 

写真１. アホウドリの巣立ち練習． 
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論文紹介 
原因は筋肉負荷の大小

ではなかったようです． 

 一般的に，筋肉は短

時間の負荷でダメージ

を受けるのに対して，そ

の回復には長期間を要

します．また，これを反

映するように，捕獲・保

定によるAST・CKの血

中濃度の上昇は約1時間後に始まり，数日後がピークとな

ることが知られています．そのため，当初の予測では，１）

発信器装着後のヒナはAST・CKの血中濃度が大きく上昇

し，２）AST・CKの高いヒナほど巣立ちは遅れ，３）連続飛行

が可能となる日も遅れるだろうと考えていました．本研究の

結果は１）と３）の予測と一致しましたが，２）は支持されませ

んでした．捕獲・保定は巣立ちを促すストレスホルモンの分

泌量を増やすことが知られており，血中のCKが高いときは

このホルモンも高いという報告があります．そのため，本研

究では調べていませんが，CKの高かったヒナはこのストレ

スホルモンも高かったために巣立ちが早まったのかもしれ

ません．ストレスホルモンは突発的な環境変化や捕食者か

ら逃れる際に分泌され，行動活性を高める働きがありま

す．アホウドリのヒナはこの時期，体重を減らしながら翼を

伸ばし，ボディバランスを整えてから巣立ちますが，このホ

ルモンが分泌されると，不十分な状態で巣立ってしまう可

能性があります． 

 筋肉負荷に対する生理的反応の性差を調べた報告は過

去にありませんが，保定後の体温や呼吸速度の上昇は，

オスよりメスの方が大きいことがカラ類の幼鳥を扱った研究

で報告されています．体温や呼吸速度の上昇とも関わる筋

肉負荷に対して，メスの方がより鋭敏なのかもしれません． 

 本研究の前に，アホウドリの野生ヒナの血中AST・CK濃

度を巣立ち間際に測ったことがあり，これと比べると，装着

ヒナのASTは平均57％増，CKは平均285％増でした．この

増加率は，ミズナギドリ類やシギ類が自然条件下で激しく

運動した際の増加範囲内であることから，本研究の装着作

業に伴う筋肉負荷は，致死的な影響を及ぼすほど深刻な

ものではなかったと判断されます． 

 アホウドリ類は鳥類の中で最も絶滅の危機に瀕した種群

写真２. ヒナへの発信器の装着 

 であり，その主な原因は漁業活動中の混獲ですが，洋上

における幼鳥の分布情報は大変不足しています．ヒナへ

の発信器装着は生理状態やその後の行動に影響を及ぼ

すことが本研究で明らかとなりましたが，海鳥類で多く行わ

れている成鳥への装着では，行動に目立った変化は認め

られていません．これは筋肉負荷に対する耐性や回復能

力が成鳥よりヒナの方が乏しいためと考えられます．しか

し，幼鳥の洋上分布を知るためには，ヒナに発信器をつけ

なければいけません．ではどうすべきでしょうか？対象個

体 の 保 定 は，時 間 が 長 引 く ほ ど AST・CK は 上 昇 し，

Capture Myopathyの発症率が高まることが報告されていま

す．本研究でも保定時間が長引くほどASTは上昇していま

した．野生ヒナの値(AST:100〜120) を許容範囲と考える

と，作業時間を10分以内にとどめることが解決策の一つと

言えるでしょう． 
 

本研究の成果は，アホウドリの保護活動に尽力され，2年前に他界された

獣医師，渡辺ユキ氏の経験・配慮を受け継ぎ，まとめたものです． 
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鉛化合物に対する           

カモメ類の異嗜の観察事例 
 

籠島恵介 

 カモメの観察地として有名な銚子で，セグロカモメ，オオセ

グロカモメ，カモメ，ウミネコの若い個体が漁港の岸壁に付

着した「褐色の物質」を食べているのを観察した記録です．

この物質からは

高 濃 度 の 鉛 が

検出され，30分

以上も食べ続け

ていた個体もい

て，鉛を自発的

に食べる異嗜行

動のようです．酢

酸鉛は甘味があ

るそうなので，それにつられて有害物質を食べてしまってい

るのかもしれないと籠島さんは考えています． 

カモメ類が鉛を食べているという報告が受理となりました． 

【植田睦之】 
 



が多いが，本種

はこれと比較す

ると足場の狭い

岩棚に繁殖する

ことが多く，個体

同 士 が 横 に 並

ぶように繁殖す

ることが多い（写

真２）． 
 

巣，卵： 

 巣 材 は 使 わ

ず，直接岩棚に

産卵する．一腹

卵数は１個．抱

卵初期に卵が消失すると，再産卵

する．再産卵された卵ははじめの卵

より小さい．卵は分厚い殻を持ち，

緑や白地に黒色のまだら模様があ

る．長 径 67 ～ 85mm，短 径 42 ～

55mm，重さ約100g（Gaston & Jones 

1998）．色，形ともに個体変異が大き

い．年をとった親は若い親よりも大き

な卵を産む（Hipfner et al. 1997）． 
 

抱卵・育雛期間，巣立ち率： 

 抱卵期間は平均29～35

日．雄雌交互に抱卵を行

う．アメリカのアラスカ州プリ

ビロフ諸島セントジョージ島

では，平均19.0±7.2時間

（N=5）で抱卵交代が行われ

ていた（Ito et al. 2010）．そ

の他の地域でもおよそ12～

48時間程度で抱卵を交代

する． 

 育雛は15～30日．両親で給餌を行う．採食に出て戻って

くるまでの時間は平均8～10時間程度で，抱卵期よりも短

く，抱卵期よりも近い海域で深い潜水を多く行う．一日に2

～5回程度給餌する（Ito et al. 2010）．巣立ちは17：00～

翌1：00の間に起り，雄親が鳴き交わしながらヒナを海へと

導く（Cullen 1954）．巣立ち後3～4週間は雄親がヒナを連

れて行動する． 

 巣立ち率は，太平洋個体群で36～72％（Byrd et  al. 
1993），大西洋個体群で48～79％（Gaston & Jones 1998）

と報告されている．年をとった親の方が繁殖成功率が高

い．これは，年をとった親の方が産卵タイミングが早く，卵

のふ化率が高いためである（de Forest & Gaston 1996）．  
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分布と生息数： 

 北半球の寒帯，亜寒帯域に広く分布している．ウミガラス

よりも北寄りの分布域を持っているとされ，大西洋・北極海

では，北緯46度から北緯82度（カナダ，アイスランド，ノル

ウェーなど），太平洋では北緯50度から北緯72度（アラス

カ，ロシアなど）の範囲で繁殖し，越冬期にはより南の海域

に移動する．日本に繁殖地はなく，主に越冬期に北方海

域から渡ってくる．北海道周辺では冬季によく見られる他，

駿 河 湾 や 九 十 九 里 浜 で も 記 録 が あ る（日 本 鳥 学 会 

2012）． 

 大西洋に500万～750万つがい（Nettleship  &  Evans 

1985），太平洋に235万つがい（Byrd et al. 1993）が生息し

ていると推定されている． 
 

生息環境：   

 大陸棚から大陸棚斜面にかけての海域をよく利用する．

大陸棚のごく沿岸を利用することが多いウミガラスと比較す

ると，より外洋よりに分布する傾向があるといわれている．

海に面した急な崖の狭い岩棚に営巣する． 

分類： チドリ目 ウミスズメ科   
 

全長： 392-440mm (調査個体数=10)    

ふ蹠長： ♂38.8±1.5mm (15)  ♀37.7±1.5mm (22) 

露出嘴峰長： ♂43.4±1.8mm (5)   ♀42.3±1.6mm (13) 

嘴高長： ♂15.5±1.0mm (15)   ♀14.6±0.6mm (22) 

全頭長： ♂112.1±2.7mm (15)   ♀110.3±3.1mm (22) 

翼長： ♂230±5.4mm (15)   ♀228.3±5.6mm (22) 

体重： ♂1114±63.6g (15)   ♀1070±66.8g (22) 

＊著者による計測値．全長と露出嘴峰長は2006年，その他は2006年

および2007年，プリビロフ諸島セントジョージ島にて．  
 

羽色： 

 雌雄同色．頭から背，尾，翼の上

面は黒色で，次列風切羽の後縁

に白色の線がある．胸から腹，下

尾筒にかけては白色．翼下面の雨

覆にも白色の羽がある．嘴は黒色

だが上嘴の基部には白色の線が

ある．夏羽は顔の全体が黒色であ

るが，冬羽は喉までが白色になる． 

 近縁種のウミガラスよりも一回り大

きく，嘴，首が太い．またウミガラス

は頭や背部の色が褐色に見えるこ

とが多く，嘴の白線もないことから本種と見分けられる． 
 

鳴き声：  

 ウルルルーンとウミガラスに似た声で鳴く．  

ハシブトウミガラス 英：Thick-billed Murre（米），Br nnich's Guillemot（英）  

分類と形態 １. 

分布と生息環境 ２. 

 翼を羽ばたかせて潜水し，餌生物を捕まえる（図１）．潜

水深度は最大で220mの記録があり，その潜水時間は3.7

分に及ぶ（Croll et al. 1992)．餌は海中の表層から底層に

生息する生物が対象となり，カラフトシシャモ，タラ，イカナ

ゴ，カレイ，ギンポ，カジカ等の魚類を多く利用するほか，ヨ

繁殖システム： 

 一夫一妻．繁殖コロニーを形成する．ウミガラスは広く平

坦な岩棚を好み，多数が体を寄せ合うように繁殖すること

4 

食性と採餌行動 ４. 

生活史 ３. 

写真１．雛に餌を持ち帰る

親鳥．夏羽．くわえている

のはイカ類．  

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

非繁殖期 繁殖期

写真２．コロニーの様子．セントジョージ島にて． 

Photo by 國分亙彦 

 

写真３．卵 

Photo by 國分亙彦 

 

写真４．親鳥とヒナ 

 

ü 
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 1982 年 長 野 生 ま れ 新 潟 育 ち．

2011年北海道大学大学院博士（水

産科学）．現在，国立極地研究所に

て日本学術振興会特別研究員(PD)

として勤務．北海道，アラスカ，南

極，スコットランドなどを主な調査

フィールドとして活動中．専門は，海

鳥の生態学および海洋生態学． 

学：Uria Lomvia  生態図鑑 

● 酸素節約のための生理的メカニズム 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 
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● 自分のためとヒナのための採餌戦略 

国立極地研究所 

 Niizuma et al. (2007) は，本種の潜水行動中における体

芯部と足の皮下の温度を計測し，羽ばたいて沈降している

時や採食運動時には，皮下の温度は下がるが体芯部体

温が上昇し，逆に海面に出た瞬間には，皮下の温度は急

激に上昇するが体芯部体温が低下することを発見した．こ

れは，潜水中は筋肉など運動器官に血流をまわし体表面

への血流をストップさせるが，海表面に戻って呼吸し始め

ると同時に血流を回復させ，体表面の冷えた血液が体芯

部に戻ることで起こると考えられている．生物組織における

代謝速度は，組織の温度が下がると低下するため，体温

の低下は消費エネルギーや酸素消費速度の低下に直結

する．つまり本種は，沈降中には運動すべき胸筋などの部

位へ血液を送り，使っていない皮下への血流をカットして

そこの温度を下げることで潜水中の酸素消費量の節約を

しているではないかと考えられる．こうした血流調節による

酸素消費量の節約という生理的メカニズムが，本種の高い

潜水能力に寄与している可能性が指摘されている． 

● 世界的な個体数減少の歴史と現状 

 セントジョージ島における研究では，ヒナのためには深く

潜り大きな餌を捕るが，自身のためには浅く潜り小さな餌を

頻繁に捕獲することが分かっている (伊藤 2011；図2)．セ

ントジョージ島の周辺海域では，ヒナに給餌する大きめの

コエビ類，オキア

ミ，エ ビ，イ カ 等

の無脊椎動物も

利用する（Gaston 

&  Jones  1998)．

セントジョージ島

周 辺 で は，島 か

ら20～30km離れ

た，動物プランクトンが多く集まる海洋フロント域を集中的

に利用していたこ とが知ら れている（Decker  &  Hunt 

1996）．更にこの海域では，水深20m付近にできる水温躍

層（温かい表層水と冷たい深層水の境界に存在する，水

温が急激に変化する層）の直下を選択的に利用しているこ

とが明らかとなっている（Takahashi et al. 2008）．これは，

水温躍層に餌生物が集まるためだと考えられている． 

スケトウダラやカジカ類，ギンポ類，カレイ類などは海底付

近に多く分布する一方，自身のために捕食する小さなスケ

トウダラやオキアミは表層に分布する．これは，ヒナへの給

餌速度を最大化するために，大きな餌を高い採餌コストを

かけても捕獲する一方，自身のためには採餌効率を最大

化するために浅い水深において高密度集団を形成する小

さな餌を繰り返し利用していることを示唆している． 

 1940年代から1980年代にかけて，グリーンランド周辺，ア

ラスカ周辺，カナダ東部，極東域など世界各地で大規模な

個体数減少が起こった．原因は，サケの流し網による混獲

や，親個体や卵の商業的捕獲，タンカー座礁等による海

洋の油汚染にあると考えられている．近年は各国で様々な

保護政策が行なわれており，個体数は回復傾向にある．

日本では北海道沿岸において冬季の定置網漁業による

混獲記録がある． 

図２．ハシブトウミガラ

スの親鳥が消化した

餌とヒナの餌の餌タイ

プの違い(a)と餌がス

ケトウダラであった時

のサイズの違い(b)．

親はオキアミを食べて

いるがヒナに持ってく

ることは無く，同じスケ

トウダラでもヒナに与

える餌は大きい個体

が選ばれている．伊藤

（2011）をもとに作成． 
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図１．2006年のセントジョージ島における，出巣

から帰巣までの期間の潜水深度の記録．Ito et 
al. (2010）をもとに作成． 
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お知らせ 

モニタリングサイト１０００ 

交流会・研修会を開催します 

神山和夫・守屋年史・植田睦之 
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 モニタリングサイト1000陸生鳥類調査は今年で10年目を

迎えます．毎年，日本野鳥の会と共同で，結果の報告，調

査方法の共有，参加者の交流のための研修・交流会を実

施しています．今年も4か所で実施することになりました．こ

れまでモニタリングサイト1000にかかわっていなかった方で

も参加できますので，ご興味のある方は，下記サイトよりお

申し込みください． 

福島県：2014年10月4日（土）～5日（日）  

福島県青少年会館 ＆ 福島市小鳥の森  

北海道：2014年10月下旬予定 

酪農学園大学 ＆ 野幌森林公園   

愛知県：2014年11月1日（土）～2日（日）    

名古屋工業大学＆名古屋市平和公園 

東京都：2014年12月13日（土）～14日（日）  

日本野鳥の会事務所 ＆ 国立科学博物館附属自然

教育園 
 

※会場の都合で定員があります．定員を超えた場合は参加で

きないことがあります． 

１日目 午後から 

  モニタリングサイト1000の事業概要とこれまでの成果 

  参加者による事例発表と情報交換 
 

東京会場のみ内容が異なります．解析編ということで，調

査地の周囲の環境やその変化を知るための，GISを使っ

た手法を学びます．QGISというソフトウェアを使います．各

自ご自身のコンピュータをご持参ください． 
 

２日目 午前中のみ 

  野外実習：鳥類のスポットセンサス法と簡易植生調査  

参加申し込み先は，下記URLでまもなく公開されます． 
http://bit.ly/1vOUBdT  

 青森県弘前市でガンカモ

類調査交流会を開催しま

す．青森県を中継地として

使うガンカモの状況を話し

合います．どなたでも参加

できますので，ぜひお越し

下さい．申し込み方法は9

月はじめにバードリサーチ

のホームページでお知らせ

します． 

日時：2014年11月1日（土） 13:00-17:00 

場所：青森県弘前市（弘前市総合学習センター） 

※11月2日（日）にエクスカーションを予定しています． 

 佐賀県鹿島市でシギ・チド

リ類調査交流会を開催しま

す．九州地域の干潟につい

て意見交換したり，講演を

行ないます．どなたでも参加

していただけます．交流会

へのご参加は申し込み不要

(無料）ですが，懇親会への

ご参加は事前申し込み（会

費制）をお願いします．詳細

は下記のホームページをご覧ください． 

日時：2014年10月18日（土）13：00-17：00 

場所：佐賀県鹿島市民会館 第4会議室 

※10月19日（日）にエクスカーション（有明海沿岸）を予

定しています． 

陸生鳥類調査 研修・交流会  

ガンカモ類調査 交流会  

シギ・チドリ類調査 交流会  

写真. 事例発表と情報交換（左），野外実習（右）のようす． 

詳細はこちら 
http://www.bird-research.jp/1_event/shigichi2014_10.html 

 

写真. 2013年のエクスカーションの

ようす．霞ヶ浦にて． 

 

写真. 2013年のエクスカーションの

ようす．伊勢湾にて． 


